人工衛星 by 布村 克志
厄空を見上げると、時々、晏℃屋の聞をぬって、ゆっくリ乙膀祝
する光の点を見ることがあI) 李奇。これ／お沌遂のまわI} を印わって
＼＇る人立彰星で、／等屋ぐらいの明るさのものもあ!)戻芍。現在、
人工街屋）忠、大きいものや小さいものをあわせて、数チ涸もまわっ
ているといわ礼てい床寄。気をつげて屍ると、癒タトと見つける祗空
吟いもので吋。
A 謹屋／ぷ、合ではた＜ごん床わってい素寄が、邑屍で初めての
人工叡屋1ば昭和32 外11 月、ソ連｝：：：：ぶって打ち上げら汎た「スフ゜ →卜
ニク 1号」で、合からちぷぅ喜0茸告のここでした。
この「ステー トニク 1号」がらあ‘くれるこ0/J 茸、蒻和4遣 (])2
月に、日本も初めての人工衛屋「おお窃み」が誕生し手した。
そのあ乙、日がで'/-i 戸 J:::,., 38 個の人工衛星が打ち上）fられてい
素奇。日オを打ち上げる人工衝屋I荻目的で、大きく 2稽類;:::: あげら
れ恭妍。
／つIt 、翠訊醗事業団Jこぶって打ち上げられていゐ釦鵡耀で
窃．二和材和た疇釦告の中で直痢疫江っている人工衛屋で奇。た
喜 I氏こ(})1 鴨りには毎日の夭気手瑕で雲の固象を]bOoA 加の上
空から送、つもくる気象街屋の「ひ衷わ!}_」や、宇宙印継などをおこ
なっている紗鑓瑳 (l) rごくら」、素た最近で］む1-- エ街屋から直葬
テレビ電ぅ皮を送って名家庭で受信する衛星放送が始成 I) 疾しだが、
この放送をおこなって¥ Iる放送衛屋「ゆ!)」などがあリ素オ。
もう 1つIi 、字富でいろいろな戸労麟麟啄る人事濃も碕。こ
かにI"J: 、文
緋馴麟翌汀星囀衆「すlIもい」があり吠祈。
芦瞬麟j衛星虚、這夏宙のかなたにある江線を「蒻討星からや
ってくる工線を闊べて、その屋の正1手を震だ t) 苅る人工術屋で'、
「はくちぷう」、 「ひのど）」、 「てん和、 の4--'? が
別）狙す。
「($'¥ 近ふ lたハレー 窃い星を調べ｀ たもの
で・c}j 。この森直狐ぁ＼レー 芍い星の紘）こ約！夕00 紐滋で近づき、移
からガスの吹き「：：：、しのぶうすなどをこらえるなど、タタくの応果をあ
げ咀した。（布詞克志）
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